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※ 

男 ・ 女 

参加した NICEボランティア 分野 

国際ワークキャンプ ／ ＳＳＰ 教育・環境・建設 満足度 

場所  

（国・市町村まで記入） 
①タイ ②インド ③バングラデシュ 95% 

受け入れ団体  
①タイ GREENWAY ②インド FSL  

③バングラデシュ BWCA 

活動のやりがい度 

95% 

 

年齢 経歴 

18 歳 大学入学 

18 歳 タイのワークキャンプに参加 

19 歳 ＳＳＰ(Sister School Project)に参加。現在まで 

19 歳 インドのワークキャンプに参加 

20 歳 バングラデシュのワークキャンプに参加 （ＳＳＰ） 

21 歳 バングラデシュのワークキャンプに参加 （ＳＳＰ） 

22 歳 
大学卒業後、電子部品メーカーに就職 

土日を利用し、養護施設でのＳＳＰ(Sister School Project)に参加 

26 歳 マレーシアに転勤 

28 歳 シンガポールに転勤 

  

趣味・特技 旅行、散歩 

座右の銘  

参加までの旅行経験・ボランティア経験 

参加まで海外旅行経験なし。 

その後、韓国・中国・チベット・フィリピン・ラオス・ベトナム・カンボジア・インドネシア・ 

ミャンマー・インド・ネパール・・スリランカ・パキスタンなど海外旅行に目覚める。 

記入上の注意 １：鉛筆以外の黒または青の筆記具で記入。２：数字はアラビア数字で、文字はくずさず正確に書く。 

３：※印のところは、該当するものを○で囲む。 

こんなボランティアでした 

①国立公園の遊歩道整備、村での畑の開墾 

②孤児院建設、学校訪問 

③ＳＳＰ（Sister School Project） バングラデシュと日本の子どもの交流の架け橋。文化交流 

 
 

 
 

    
     

  
  
  



 

志望動機 

中学生の時に見たテレビがきっかけで国際協力に興味を持ちました。 

大学入学後、インターネットで国際協力に関連しそうな活動を調べたところ、ＮＩＣＥの存在を知り、 

国際ワークキャンプに参加することにしました。 

国際ワークキャンプ参加後、継続した活動をしたいと思い、同じ思いを持つ仲間とＳＳＰを始めました。 

 

 
 

行くまでに心配だったこと（どう乗り越えたか） 

初海外、英語もままならない状態で、無事到着出来るのか、コミュニケーション出来るのかが心配でした。 

何とかなるだろうという気持ちでタイに向かいました。 

 

 
 

家族・友人・学校・職場の反応（私はこうやって説得した！） 

家族からの反対はなく、気をつけて行ってきなさいとだけ言われました。 

 

 
 

ワークキャンプとその後の人生（進路決定、参加経験が役立っていること等） 

国際ワークキャンプ・ＳＳＰの活動を通して、一生付き合える友人達と出会うことが出来ました。 

タイのワークキャンプ参加を契機とした、ＳＳＰへの活動参加は今の自分を形成する大きな柱になって 

います。ＳＳＰの運営を通し、多くのことを学び、自信にもなりました。 

 

 

 

 
 

成長ダイアグラム ※ これから参加を考えている人へ、熱いメッセージを♪ 

 １）実務的

な知識・ス

 

４）進路・目標 

５）社会への考

えや価値観 

２）人・社会と

やっていく力 
６）その後の人

生に活きた人脈 

３）自分でやっ

ていける力 

1 
2 

3 
4 

5 

 

少しでも興味があるなら、是非参加してみて欲しいと

です。きっと不安はあると思います。でも不安を乗り

越えた先にプライスレスな経験が待っています。 

一歩踏み出すことで、きっと何かが変わるはず。 

 

※成長ダイアグラム（５＝とても得るものがあった・良くなった。４＝まあまあ得るものがあった・良くなった。３＝前と変わらなかった。影響なし。２＝前よりもや

や劣るようになった・悪くなった。１＝前よりもずっと劣るようになった・悪くなった。） 


